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研究成果の概要（和文）：ゲノムワイド関連解析により見出された緑内障危険因子「ABCA1」に注目し、緑内障
がアストロサイト病であることを明らかとした。ABCA1は網膜アストロサイトに局在していた。そこでアストロ
サイト特異的ABCA1欠損マウス（ABCA1cKO)を作成した。本マウスは眼圧正常であるが、網膜神経節細胞（RGC)が
脱落し、視野が欠損する、正常眼圧緑内障の表現型を呈した。従って網膜アストロサイトのABCA1のロスオブフ
ァンクションが緑内障の分子病態であることが明らかとなった。一細胞RNAシークエンス解析では、網膜で炎症
が亢進し、特定RGCでNMDAのCa2+透過性が亢進してRGCが障害されることが示唆された。

研究成果の概要（英文）：We focused on ABCA1, a risk factor for glaucoma found by genome-wide 
association study, and clarified that glaucoma is an astrocytic disease. First, we found that ABCA1 
localizes to retinal astrocytes in the eye. Second, we generated astrocyte-specific ABCA1-deficient 
mice (ABCA1cKO), which showed normal intraocular pressure (IOP) but loss of retinal ganglion cells 
(RGCs) and visual field defects, a phenotype of normal tension glaucoma. Thus, the loss-of-function 
of ABCA1 in retinal astrocytes is the molecular pathogenesis of glaucoma. One-cell RNA sequencing 
analysis suggested that inflammation is increased in the retina and that RGCs are disrupted by 
increased Ca2+ permeability of NMDA in specific types of RGCs.

研究分野： 神経化学、グリア脳科学

キーワード： アストロサイト　緑内障　ABCA1

  ３版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
緑内障は本邦の中途失明原因第一位の重篤な眼疾患である。これまでは眼圧亢進が病因と考えられてきたが、日
本では殆どの緑内障患者の眼圧が正常であることが明らかとなり、真の病因解明が喫緊の課題となっている。今
回、ゲノムワイド関連解析により見出された緑内障危険因子ABCA1に注目し、ABCA1が網膜アストロサイトに局在
すること、その欠損により緑内障様の症状が出現することを明らかとし、緑内障が網膜アストロサイト病である
ことを示した。全く新しいグリア細胞の視点による緑内障の分子病態解明がなされ、治療に繋がる基礎データが
蓄積できたことを鑑みると、本研究の学術的及び医学的意義は極めて大きいものであると言える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

「すべてはグリア細胞の病態から始まる」(Miller, Science 2005)。脳の中核機能である情報処理・
発信における「グリア細胞（グリア）」の役割が次々と明らかになっているが、冒頭の Miller の言葉
のように、グリアは特に各種脳疾患の病態において決定的な役割を果たす。グリアは脳・脊髄だけでな

く網膜にも多数存在している。しかし、網膜グリア（アストログリア、ミューラーグリア及びミクログリア）が眼

の情報処理・発信、さらに種々の眼疾患に果たす役割の多くは不明のままである。網膜グリアも眼疾患、

眼の情報処理で決定的な役割を果たしているのだろうか？そこで本申請では「緑内障」に注目し網膜

グリアの視点から緑内障分子病態の重要性を明らかにすることを計画した。 
緑内障は本邦の中途失明原因第一位の重篤な眼疾患である。加齢など複数の因子が複雑に関係

する疾患であるが、最大の病因は眼圧の異常亢進で、高い眼圧による機械的負荷が網膜神経節細胞

（RGC）の不可逆的傷害・細胞死を引き起こすと考えられてきた。従って治療の第一選択は眼圧降下薬
による眼圧制御である。しかし驚くべき事に、本邦の緑内障疫学調査「多治見スタディ（2000-2001 年）」
により、日本では眼圧が正常にもかかわらず緑内障症状を呈する「正常眼圧緑内障」タイプが圧倒

的に多いことが明らかとなり、緑内障分子病態の概念が根本から覆ってしまった。正常眼圧緑内障タイ

プ緑内障の分子病態解明、及びそれに基づいた治療戦略開発は喫緊の課題であると言える。 
2014年の Nat Genet誌の同一号に 3つの全く独立したグループによる緑内障コホート研究が発表さ

れた（Chen et al, Nat Genet 2014; Gharahkhani et al, Nat Genet 2014; Hysi et al, Nat Genet 2014）。この
緑内障患者ゲノムワイド関連解析により、最も高頻度で一塩基変異が認められる遺伝子として見いださ

れたのが「ATP-binding cassette transporter A1; ABCA1」である。そこで我々は先ず、ABCA1全身

性欠損（KO）マウスを作成し、網膜症状及び視覚機能等を解析した。KO マウスは 12 ヶ月齢以上で

RGCの傷害・脱落及び視野障害等の緑内障様症状を呈し、ABCA1変異による ABCA1の機能喪失が

緑内障の分子病態と関連している事を明らかにした。 
さらに網膜における ABCA1 発現部位の解析を行ったところ、興味深いことに ABCA1 は網膜表層

に存在する「網膜アストログリア特異的」に発現していた（図 1）。In situ hybridizationによる ABCA1 
mRNA発現解析、磁気ビーズ法で分離した細胞種毎の発現解析等すべてにおいて、ABCA1発現はア

ストログリアに特異的であった。また KO マウスの眼圧は正常で、どの月齢（3 及び 12 ヶ月）においても

WT と差は無かった。以上より、本 KO マウスは緑内障患者の遺伝子変異情報に基づいた、ヒト緑内障

症状を反映する世界で初

めての正常眼圧タイプの緑

内障モデルであることが示

唆された。さらに本結果は、

緑内障が網膜アストログリア

特異的に発現する遺伝子

異常に起因する可能性を

強く示唆する。以上の背景

及び予備実験結果を鑑み

ると「緑内障はアストログ

リア病ではないか？」との

仮説にたどり着く。そこで本

研究では、網膜グリア細胞

に注目して緑内障の分子

病態の解明を計画した。 
 

２．研究の目的 
「緑内障はアストログリア病ではないか？」との仮説の検証である。つまり、アストログリアの視点から緑内

障の分子病態を明らかにすることである。 
 

図 1. ABCA1は網膜アストロサイトに発現する 

(A) Abca1 遺伝子発現を評価したところ、アストロサイト画分での発

現が最も多かった。(B)ABCA1 の発現は、神経線維層のアストロサ

イトで高発現していた。 (C)ABCA1 はヒト網膜切片においても神経

線維層のアストロサイトに発現していた。 



３．研究の方法 

① AstroKO マウスの

作成と評価 
AstroKO は、GFAP-

CreERT2 マ ウ ス と

FloxedABCA1 の交配に

より作成した。各週齢に

おいて眼展開標本を用

い、Brn3a 染 色による

RGC 数、TUNEL 染色

によるアポトーシス細胞

数、眼圧測定、網膜グリ

ア活性化状況を解析す

る。機能解析は光干渉

断層計及び多機能網膜

電 図  (mfERG)を用い

る。 
② AstroKO 網膜の一細胞 RNA シーク

エンス（scRNAseq）解析 
網膜アストログリアの異常からRGC傷害

に至る分子メカニズム解明は scRNAseq解
析を中心に据え、各種分子生物学的及び

生化学的手法でこれを補完した。 
 
４．研究成果 

① AstroKO マウスの評価 

研究チームはまず、ABCA1 機能の欠損ま

たは異常な機能の獲得のどちらが緑内障

発症と関わるのかについて検討を行った。その結果、正常なマウス(野生型マウス)に比べて ABCA1 を

全身性に欠損するマウス(ABCA1KO マウス)の網膜では、12 カ月齢において RGC の数が有意に減少

していた 。また、細胞死を起こしている細胞を標識してみると、野生型マウスに比べて ABCA1KO マウ

スの網膜では、細胞死を起こしている RGC 数が顕著に増えていた。次に、ABCA1KO マウスの眼圧が

変化するかを評価したところ、野生型マウスの眼圧と比べて顕著な変化は見られなかった 。これらの結

果より、ABCA1の機能欠損が眼圧の変化とは独立して緑内障様症状を引き起こすことが示唆された。 

 

 

図 4. AstroKO マウスは緑内障様症状を示す 

(A)網膜断層像を観察したところ、12 カ月齢のAstroKO マウスは同月齢の Ctr マウスに比べて網膜

内層(神経線維層～内網状層)菲薄化していた。(B)多局所網膜電図(mfERG)にて視覚を評価した

ところ、Abca1KO マウスは視覚欠損が起きていた。 

図 2. AstroKO マウスにおける RGC 脱落と細胞死 

アストロサイトの ABCA1を欠損したマウス(AstroKO)では、12 カ月齢で

(A)RGCの細胞数が減少し、(B)細胞死数が増加した。 

図 3. アストロサイトの

ABCA1 を欠損しても

眼圧に影響しない 

アストロサイトにおける

ABCA1の欠損は眼圧

に影響を与えなかっ

た。 



次に、ABCA1 が網膜のどの細胞に発現しているのかを明らかとした。ABCA1 は、網膜最内層お

よび視神経に分布する非神経細胞であるグリア細胞の 1 種であるアストロサイトに豊富に発現していた 

(図 1) 。ABCA1 をアストロサイト特異的に欠損するマウス(AstroKO)を作出して評価を行ったところ、

AstroKO マウスでも 12 カ月齢で同腹のコントロールマウス(Ctr)に比べて RGC 数が減少(図 2A)し、細

胞死数が増加(図 2B)していた。眼圧は変化がなかった (図 3)。そこで AstroKO マウスが緑内障様の症

状を示すのではないかと考え、緑内障を特徴づける解剖学的・機能的所見を評価した。12 カ月齢の

AstroKO マウスは野生型マウスに比べて顕著に網膜内層の菲薄化を示し(図 4A)、多局所網電図によ

る視覚応答が顕著に減弱し視覚欠損が認められた (図 4B)。以上より、AstroKO マウスは正常眼圧緑

内障様の症状を示す事、また緑内障がアストロサイト病であることが明らかとなった。 

 

② AstroKO 網膜の一細胞 RNA シークエンス（scRNAseq）解析 

  
AstroKO マウスの緑内障誘発における分子メカニズムを明らかにするため、1細胞 RNA シークエン

スによる解析を行った(図 5A)。その結果、複数のケモカインが RGC とアストロサイトで共通して変化する

事を見出した(図 5B, 7C)。網膜内での発現を見てみると、例えば CXCL12 (CXCR4 を活性化するケモ

カイン)がアストロサイトに発現し、それが AstroKO マウスで顕著に増加していた(図 5D)。 

 

 
 

図 5. scRNARNAseq解析 

(A) scRNAseq の結果、それぞれの細胞集団に分離する事ができた。(B)アストロサイトおよび

RGCで変動が認められた遺伝子群の多くが共通するものであった。(C)アストロサイトとRGCで共

通して発現が増加するものとして CXCR4 signaling pathway があった。 (D)CXCR4 のリガンド

CXCL12発現はアストロサイトに限局し、AstroKO マウスで発現が増加していた。 

図 6. 一部の RGC サブタイプは緑内障による影響を受けやすい 

（Ａ）RGCは２つのサブクラスターに分類できた。(B)RGC-1は ABCA1 欠損に伴って特異的に

細胞数が減少した。(C)RGC-1 では、ABCA1 欠損により Grin3a (NR3A をコードする遺伝子)

発現が顕著に減少していた。 



一方、RGC の詳細な解析から、特定の細胞集団が特に傷害を受けやすい事を見出した。RGC は、

1 細胞解析から２つの亜集団に分類できた(図 6A)。興味深い事に、ABCA1 を欠損すると RGC-1 と名

付けた亜集団のみが特異的に減少した(図 6B)。RGC-1 の遺伝子発現変化を詳細に解析すると、イオ

ンチャネル型グルタミン酸受容体サブユニットの１つであるGrin3a(NR3Aをコードする遺伝子)の発現が

ABCA1 欠損で大きく減少していた(図 6C)。NR3 はグルタミン酸による神経興奮を抑制するため、その

発現低下は過剰な神経興奮と Ca2+流入による興奮毒性による神経細胞死をもたらすことが示唆された。 

以上を図 7 にまとめ

た。AstroKO マウスは眼

圧に変化は示さないも

のの、12 カ月齢で RGC

の脱落、網膜菲薄化、

軸索障害や視覚機能

障害など正常眼圧緑内

障様症状を示した（図７

Ａ）。ABCA1 が欠損す

るとアストロサイト内にコ

レステロールが蓄積し、

この事による細胞機能

障害がアストロサイトか

ら の ケ モ カ イ ン

(CXCL12 や CCL5など)

の産生を誘導し炎症を

惹起する。RGC のサブ

タイプは NR3A を高発

現するが、ABCA1 欠損

によってこれらにおける

NR3A 発現が低下する。これによって NMDA 受容体を介する Ca2+流入が過剰となり、興奮毒性により

RGCが傷害されることが示唆された（図７Ｂ）。 

 

 

図 7. まとめ 
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グリア移植；新しい脳機能解明　脳疾患治療戦略

てんかんとグリア

アレキサンダー病とミクログリア

てんかんのグリア創薬

 １．発表者名

小泉修一

小泉修一



2022年

2022年

2022年

2022年

 ２．発表標題

ISN-APSN 2022 Meeting（国際学会）

 ３．学会等名
NCRM NICHE2022（招待講演）（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ２．発表標題

 ２．発表標題

Shigetomi E, Suzuki H, Hirayama YJ, Sano F, Koizumi S.

小泉修一

Koizumi S

Koizumi S

 ３．学会等名

第30回日本脳神経外科漢方医学学術集会（招待講演）

International Conference： Heterogeneity of Glial Functions in Development and Disease.（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Neuronal hyper-excitability driven by astrocytic P2Y1 receptor signaling

漢方薬の標的としてのグリア：慢性疼痛の治療に向けて

Astrocytic mGluR5-mediated network remodeling; a common molecular pathogenesis across brain diseases.

Significance of glial assembly in health and diseases of the brain.



2022年

2022年

2022年

2022年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第65回日本脳循環代謝学会学術集会（招待講演）

第95回日本生化学大会

ゲノム創薬・創発フォーラム 第11回シンポジウム（招待講演）

小泉修一

鈴木秀明、繁冨英治、平山幸歩、高橋由香里、池中一裕、田中謙二、加藤総夫、尾藤晴彦、小泉修一

第96回日本薬理学会年会

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

ミクログリア置換による細胞治療戦略

ミクログリアによるATP/P2Y1シグナルを介したニューロン-アストロサイト間情報伝達の制御

脳虚血耐性におけるグリア細胞の役割

Elucidation of brain functions by decording of Ca2+ signals in astrocytes.

 １．発表者名

 １．発表者名

小泉修一

Koizumi S



2022年

2022年

2022年

2022年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
第96回日本薬理学会年会

 ３．学会等名

齋藤光象、繁冨英治、篠崎陽一、パラジュリ　ビジェイ、小泉修一

篠崎陽一、ルング　アレックス、行方和彦、柏木賢治、大野伸彦、繁冨英治、原田高幸、大沼信一、小泉修一

鈴木秀明、繁冨英治、平山幸歩、高橋由香里、池中一裕、田中謙二、加藤総夫、尾藤晴彦、小泉修一

齋藤光象、繁冨英治、篠崎陽一、パラジュリ　ビジェイ、小泉修一

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第96回日本薬理学会年会

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

「一次性アストロサイト病」アレキサンダー病におけるミクログリアの病態関連機序の解明

視神経変性疾患における非細胞自律性メカニズム

ミクログリアによるATP/P2Y1シグナルを介したニューロン-アストロサイト間情報伝達の制御

「一次性アストロサイト病」アレキサンダー病におけるミクログリアの病態関連機序の解明

 １．発表者名

 １．発表者名

第96回日本薬理学会年会

第96回日本薬理学会年会



2022年

2022年

2022年

2022年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第96回日本薬理学会年会

第96回日本薬理学会年会

第96回日本薬理学会年会

篠崎陽一、ルング　アレックス、行方和彦、柏木賢治、大野伸彦、繁冨英治、原田高幸、大沼信一、小泉修一

坂井謙斗、小泉修一

宮川美保、田中雅彬、小泉修一

久保田友人、繁冨英治、齋藤光象、篠崎陽一、小林憲司、田中謙二、池中一裕、大野伸彦、小泉修一

第96回日本薬理学会年会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

視神経変性疾患における非細胞自律性メカニズム

抹消の急性および慢性炎症モデルマウスにおけるミクログリア由来のマイクロベシクル分泌の観察

アデノシンＡ2ｂ受容体は発達期早期のmGluR5発現抑制を介した感覚刺激ネットワークの形成に寄与する

アレキサンダー病において変異アストロサイトが引き起こす髄鞘脱落のメカニズム



2022年

2022年

2022年

2022年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第96回日本薬理学会年会

第96回日本薬理学会年会

第96回日本薬理学会年会

 ３．学会等名

繁冨英治、鈴木秀明、平山幸歩、佐野史和、田中謙二、尾藤晴彦、小泉修一

小泉修一

 ２．発表標題

 ２．発表標題

小林憲司、繁冨英治、檀上洋右、パラジュリ　ビージェイ、久保田友人、齋藤光象、田中謙二、池中一裕、小泉修一

平山友里、小泉修一、安西尚彦

第96回日本薬理学会年会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

細胞外ATPを介した神経過興奮：分子メカニズムとシナプス及び行動への影響

グリア細胞置換による脳疾患治療戦略

ミクログリア置換によって一次性アストロサイト疾患であるアレキサンダー病のローゼンタール繊維の蓄積が改善される

脳虚血耐性におけるアストロサイト乳酸放出の影響

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2022年

2022年

2023年

2023年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
第9回NEURO SCIENCENETWORK in KＯＢＥ　シンポジウム（招待講演）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第24回日韓薬理学合同セミナー（24th JKJSP）（招待講演）（国際学会）

Koizumi S

齋藤光象、繁冨英治、小泉修一

Koizumi S

Koizumi S

第26回グリア研究会

U.S.-Japan Joint Workshop on the Neurovascular Unit 2023（招待講演）（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

mGluR5 as a switch for astrocyte-mediated synapse remodeling.

Microglia sense dysfunction of astrocytes by P2Y12 receptors and prevent disease progression of Alexander disease model
mice.

Mechanisms underlying glia－mediated ischemic tolerance.

Strategy of Cell therapy with glia

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2023年

2023年

2023年

2023年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第1回Ocular Scientific Meeting（招待講演）

日本生理学会第100回記念大会

STROKE2023

篠崎陽一

小泉修一

小泉修一

森日菜子、篠崎陽一、柏木賢治、小泉修一

第147回日本薬理学会関東部会

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

グリアの機能異常と緑内障発症機構

グリア細胞によるシナプス・ネットワーク再編

MANネットワークと脳梗塞治療戦略

ミューラー細胞のP2Y1受容体欠損は視覚機能障害を誘導する



2023年

2023年

2023年

2023年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第65回日本小児神経学会学術集会

第66回日本神経化学会大会

第66回日本神経化学会大会

 ３．学会等名

小泉修一

鈴木秀明、繁冨英治、平山幸歩、高橋由香里、池中一裕、田中謙二、加藤総夫、尾藤晴彦、小泉修一

 ２．発表標題

 ２．発表標題

星野廣樹、佐野史和、繁冨英治、竹内英之、金村英秋、小泉修一

佐野史和、繁冨英治、小泉修一、犬飼岳史、加賀佳美

第65回日本小児神経学会学術集会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

アレキサンダー病のミクログリアデコーディング

神経活動により放出される細胞外ATPの時空間ダイナミクス

コネキシン阻害薬はけいれん重積後の発作閾値の低下を防止する

Astrocytic Ca2+ signals precedes epileptiform activity.

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2023年

2023年

2023年

2023年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
ISN-ESN MEETING（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第66回日本神経化学会大会

Shigetomi E, Koizumi S

久保田友人、繁冨英治、齋藤光象、篠崎陽一、小林憲司、田中謙二、大野伸彦、小泉修一

小泉修一

Morizawa Y, Zurzole C, Chung WS, Koizumi S.

第66回日本神経化学会大会

第46回日本神経科学大会（招待講演）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

Neuronal hyper-excitability mediated by an excitatory molecule derived from astrocytes.

アレキサンダー病において変異アストロサイトが引き起こす白質変性のメカニズム

ミクログリア置換による脳機能の制御

Astrocyte phagocytosis and brain function.

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2023年

2023年

2023年

2023年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

徳島大学研究クラスター特別講演会（招待講演）

日本東洋医学会山梨部会学術総会（招待講演）

The 50th NAITO CONFERENCE.（国際学会）

小泉修一

小泉修一

Shigetomi E, Suzuki H, Hirayama JY, Sano F, Koizumi S.

Sakai K, Shigetomi E, Koizumi S

The 50th NAITO CONFERENCE（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

ミクログリア置換による脳機能の制御

グリアと漢方

Neuronal hyper-excitability induced by an excitatory molecule derived from astrocytes.

Microglia increase extracellular adenosine via two distinct mechanisms, degradation of extracellular ATP and adenosine
release directly.



2023年

2023年

2023年

2023年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第149回日本薬理学会関東部会

第56回日本てんかん学会

第56回日本てんかん学会

 ３．学会等名

繁冨英治、小泉修一

星野廣樹、佐野史和、繁冨英治、竹内英之、金村英秋、小泉修一

 ２．発表標題

 ２．発表標題

Kubota Y, Shigetomi E, Saito K, Shinozaki Y, Kobayashi K, Parajuli B, Tanaka K, Ohno N, Tsuda M, Koizumi S.

齋藤光象、繁冨英治、パラジュリ ビージェイ、篠崎陽一、坂井謙斗、小泉修一

The 50th NAITO CONFERENCE（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

アストロサイトを介した神経過興奮メカニズム

A single administration of connexin inhibitor during status epilepticus increased the death rate.

Mechanisims underlying mutant astrocyte-mediated shite matter degeneration in Alexander disease.

The mechanisms of which microglia are related to the pathology in the “primary astrocytic disease” Alexander disease.

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2023年

2023年

2023年

2023年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
第27回グリア研究会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Fujita International Symposium on Brain Science 2023（招待講演）（国際学会）

Koizumi S.

佐野史和、繁冨英治、星野廣樹、小泉修一、犬飼岳史、加賀佳美

Koizumi S

Sakai K, Shigetomi E, Koizumi S

第53回日本臨床神経生理学会学術集会

第53回日本臨床神経生理学会学術集会

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

Microglial replacement as a strategy for brain diseases.

アストロサイトCa2+活動とてんかん性異常波

Epileptogenesis induced by reactive astrocytes.

CX3CL1-CX3CR1 axis induces adenosine release from microglia in hippocampus.

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2023年

2023年

2023年

2023年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第33回神経行動薬理若手研究者の集い

第33回神経行動薬理若手研究者の集い

第97回日本薬理学会年会

繁冨英治、小泉修一

星野廣樹、佐野史和、繁冨英治、竹内英之、金村英秋、小泉修一

小泉修一

繁冨英治、鈴木秀明、平山幸歩、佐野史和、吉原康平、古賀啓祐、舘岡達、吉岡秀幸、篠崎陽一、木内博之、田中謙二、尾藤晴彦、津田
誠、小泉修一

第97回日本薬理学会年会

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

アストロサイトCa2+シグナルの操作を介した脳機能・脳病態制御

コネキシン阻害薬はてんかん発作およびてんかん原性に対して異なる作用を示す

グリア置換による脳機能制御戦略

アストロサイト由来新規興奮性分子による病態制御



2023年

2023年

2023年

2023年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第97回日本薬理学会年会

第97回日本薬理学会年会

第97回日本薬理学会年会

 ３．学会等名

パラジュリ　ビージェイ、繁冨英治、小泉修一

小泉修一

 ２．発表標題

 ２．発表標題

坂井謙斗、繁冨英治、小泉修一

久保田友人、繁冨英治、齋藤光象、篠崎陽一、田中謙二、大野伸彦、小泉修一

第97回日本薬理学会年会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

脈絡叢エピプレクサスマクロファージはミクログリア由来である

ミクログリア移植による新規治療戦略

神経活動依存的なミクログリアのアデノシン放出

アレキサンダー病において変異アストロサイトが引き起こす脱髄のメカニズム

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2023年

2023年

2023年

2023年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
The 4th International Symposium on Frontend Brain Science-Yamanashi GLIA center: University of Yamanashi（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第8回日本骨免疫学会ウィンタースクール

小泉修一

Shigetomi E,　Koizumi S

Sakai K, Shigetomi E, Koizumi S

Parajuli B, Shigetomi E, Koizumi S.

The 4th International Symposium on Frontend Brain Science-Yamanashi GLIA center: University of Yamanashi（国際学会）

The 4th International Symposium on Frontend Brain Science-Yamanashi GLIA center: University of Yamanashi（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

ミクログリア置換による脳機能制御

Manipulation of astrocytic Ca2+ and its impact on synapses, circuits, and behavior.

Microglia positively regulate extracellular adenosine level by CD39 independent pathway.

Critical role of microglia in the functional development and maturation of prefrontal cortex.

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2023年

2023年

2023年

2023年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

The 4th International Symposium on Frontend Brain Science-Yamanashi GLIA center: University of Yamanashi（国際学会）

The 4th International Symposium on Frontend Brain Science-Yamanashi GLIA center: University of Yamanashi（国際学会）

The 4th International Symposium on Frontend Brain Science-Yamanashi GLIA center: University of Yamanashi（国際学会）

Moriya A, Parajuli B, Shigetomi E, Koizumi S.

Kubota Y, Shigetomi E, Saito K, Shinozaki Y, Tanaka K, Ohno N, Koizumi S.

Saito K, Shigetomi E, Sakai1 K,Parajuli1 B, Koizumi S.

Hoshino H, Sano F, Shigotomi E, Takeuchi H, Kanemura H, Koizumi S.

The 4th International Symposium on Frontend Brain Science-Yamanashi GLIA center: University of Yamanashi（国際学会）

 ４．発表年
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